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ており、計 74名にものぼる。大半のインタビューが 2016年から 2018年の間に行われており、直
接的な声から社会運動の最新の動向を知ることができる。第 2 の特徴は、多岐にわたるイシュー
に関する社会運動が取り上げられている点にある。女性、先住民、国家の暴力といったラテンア
メリカの社会運動に古くからみられるイシューから、LGBT やウェブメディアといった比較的新
しいイシューまでカバーされている。関心のあるイシューについてのみ最新情報を得たいという
場合にも有用な一冊であろう。 
社会運動に関わる人々の「声」には、自らの訴えを言い切ることの強さが感じられる一方で、
運動の立ち位置、目標、戦略をめぐる葛藤もまた読み取ることができる。法制度を変えることが
先なのか、人々の考え方や慣習を変えることが先なのか。政治と結びつくべきなのか、政治とは
結びつかないようにすべきなのか。声を上げること自体が重要なのか、声を上げた先の成果が重
要なのか。プロセスを重視するのか、結果を重視するのか。 
研究対象として社会運動を分析する場合には、社会運動の当事者が直面する葛藤のふたつの側
面のうち、片方の側面をより重要とする立場を選び分析することが多い。しかし、社会運動に関
わる人々自身こそ葛藤の中にいるのであり、研究でも可能な限りもう片方の側面にも目を向ける
ことが彼らの「声」に向き合うことではないかと思わされる、そんな一冊である。 
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